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３．研究報告 

Ⅰ. 研究の目的 
台湾の南東約90kmに位置する蘭嶼は、約2000万年前に火山活動により形成された海洋島

で、一度も台湾本島と陸続きになったことがない。そのため、カタゾウムシ類や着生植

物の研究から、蘭嶼は、台湾本土の方が距離的に近いにも関わらず、多くのニューギニ

ア要素から成ることが明らかになっている（Barš evskis 2013. Baltic J. Coeoptel.,

13; Hsu & Wolf 2009. Flora, 204)）。動物地理区における蘭嶼は、東洋区とオースト

ラリア区の移行帯と示唆されているが、限定的な生物群の研究しかないため、はっきり

と結論は出ていない（Holt et al. 2013, Science 339）。本研究では、クモ類やサソリ

類など分散能力の高いものから低いものまで様々な分類群を含むクモガタ類の系統地理

学的アプローチから、いかに蘭嶼の独特な生物相が形成されたかを明らかにすることを

目的とし、台湾本島と蘭嶼のクモガタ類相の比較、系統地理学的な解析を行う。

Ⅱ. 研究の方法 
台湾南部の墾丁国家公園と蘭嶼の2箇所で採集調査を行った。サンプリング対象は、分

散能力から以下の3つにカテゴライズし（高・中・低）、網羅的に採集する。得られたサ

ンプルは、99%エタノール（またはRNA保存液）に保存し、①mtCO1、②16S rRNA、③18S

rRNA、④28S rRNAの4つの領域をシーケンス分析し、系統地理的な解析を行った。

l 分散能力が高いグループ：バルーニングを行うもの（ハエトリグモ科、アシナガグ

モ科などのクモ類）：【山﨑・谷川・Huang】

l 分散能力が中位のグループ：朽木などに潜み、海流で流させる可能性のあるもの（サ

ソリ類、カニムシ類、ウデムシ類など）：【山﨑・塚本】

l 分散能力が低いグループ：洞窟性・間隙環境に生息するもの（ホラヒメグモ科のク



モ類、洞窟のクモガタ類）：【Ballarin】

Ⅲ. 研究結果 
【分散能力が高いグループ：コガネグモ科、ヒメグモ科、ハエトリグモ科】 

ほぼ全ての種が、台湾本土または大陸との共通種であった。しかし、ヒメグモ科の1種

が、台湾本土や大陸側で記録のない未記載種の可能性があることが分かった。また、ハ

エトリグモ科の1種 Myrmarachne vulgarisaは、これまでフィリピンのルソン島のみから

記録されていたが、今回、蘭嶼で採集された。

【分散能力が中位のグループ：ヤイトムシ、サソリモドキ】 

サソリモドキ類については、台湾本土から沖縄本島まで分布するタイワンサソリモドキ

が、蘭嶼にて採集できた。ミトコンドリアCO1領域によるDNAバーコーディングでも、タ

イワンサソリモドキとして同定できるが、個体群レベルでは、遺伝的な多様性があるこ

とが分かる。蘭嶼に産するタイワンサソリモドキは、台湾本土のものに遺伝的に近縁で

あることが分かった（図１）。ヤイトムシ類では、台湾本土から記録の無い種 Schizomi

da sp.が採集できた。一方、本種は、フィリピンのルソン島から記載されたOrientzomus
 luzonicusに形態的に非常に近いことが分かった。パリ自然史博物館に所蔵されているO.
 luzonicusのタイプ標本と比較した結果、多くの形態形質が、両者が非常に近いことを

示唆しているが、分類に重要な形態形質とされる雄のflagellumの形態が両者で若干異な

るため、今後は、ルソン島からDNAサンプルを採集して、蘭嶼産Schizomida sp.との比較

を行う必要がある。 

【分散能力が低いグループ：土壌性クモ類、多足類】 

土壌サンプルから、クモ類を抽出した結果、ジャバラグモ科、カラカラグモ科、サラグ

モ科、タマゴグモ科が多く採集された。そのうち、ジャバラグモ科の1種、タマゴグモ科

の1種は、台湾本土を含め、どの地域からも記録がなく、未記載種と判断した（Ballarin,

 Yamasaki, Su 投稿中）（図２）。多足類においては、南半球に広く分布するイシムカ

デ目Paralamyctes (Haasiella)亜属の1種が、蘭嶼から記録できた。一方、ジムカデ目やオオム

カデ目では、台湾本土や大陸とも共通する種が蘭嶼にも分布しており、ニューギニア系要素

だけでなく、大陸側の要素からも生物相が成り立っていることが分かる。

Ⅳ. 考察 
蘭嶼のクモ相 

クモ類の分散能力の高いグループにおいては、台湾本島やフィリピンとの共通種が多く

見られた。クモ類の多くはバルーニングによって、分布を容易に拡大することができる

ため、蘭嶼のクモ相の大部分は、様々な地域からの移入した種によって構成されている

ことが分かる。また、一方で、落葉・土壌生息性の分散能力の低いクモ類は、他地域と

の共通性が見られない。過去に何度か、移動性の高いクモのように分布を拡大するチャ

ンスはあったのだろうが、移動が頻繁に起こるわけでは無いため、他地域との隔離期間

が長くなり、種分化した可能性がある。しかし、落葉・土壌性のクモ類は、インベント

リーなどの基礎的な調査研究が多くの地域で進んでいないため、今回の調査で得られた

種リストと比較可能なほどに、他地域からのデータは揃っていない。

クモガタ類（クモ類を除く）の生物相

蘭嶼から採集されたタイワンサソリモドキは、台湾本土や琉球諸島にも普通に分布する

種だが、遺伝的な違いが見られた。ミトコンドリアCO1の解析からは、台湾本土と遺伝的

に近いことがわかり、過去に両個体群に遺伝的な交流があったことが示唆されている。

今後は、ハプロタイプ ネットワークの解析を行い、蘭嶼のサソリモドキがどのように移






